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研究成果の概要（和文）： 

医薬品の犯罪への使用は、目的外使用であるから、刑事裁判の審理に必要な医薬品のデー

タは整備されてない。ベンゾジアゼピン系薬物が犯罪に使用される場合を想定した、薬剤

の飲料への溶解試験と、投与後の一見大胆に見える被害者の行動解析を動物実験により検

証した。 
研究成果の概要（英文）： 
Because the illicit use of medicine for the criminal purpose is the non-medical use, there are no available 

clinical data for the victim needed in the deliberation of the criminal court. 

In this study, we have performed the solubility test of medical substances to beverage used in the putative 

abuse scene, and obtained behavioral data by the animal experiment to clarify why the victim of the date 

rape drug is seemingly bold after unwilling intake.    
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１．研究開始当初の背景 

 ヒトの疾病治療・健康回復において、医

薬品は必須の化学物質であることは言うま

でもない。しかし、近年では欧米を中心に、

医薬品のもつ薬理作用を悪用するという、

医薬品の犯罪への不正利用が世界的に激増

している。その為米国政府をはじめ、多く

の国家機関が警鐘を鳴らしている。そのひ

とつに、いわゆる”Date Rape Drug”と呼

ばれるカテゴリーがある。主に乱用される

医薬品は、ベンゾジアゼピン系薬物、非ベ

ンゾジアゼピン系睡眠導入剤、麻酔薬であ

る。特に欧米での不正利用が顕著な医薬品

として、(1)GHB(gamma-hydroxyybutyrate)、

(2)ケタミンおよび(3)ベンゾジアゼピン系

薬物があげられる。 

 日本での犯罪への不正利用は(1)および

(2)に比べて、ベンゾジアゼピン系薬物が、

現在のところ圧倒的に多く、（準）強姦事件

や昏睡強盗事件等に使用されている。アル

コール飲料に混入されることで、被害者が

気がつかない間に摂取し、①眠気を催し、

②一見、大胆な行動をとり、③動きにくく

なり、さらに④服用後の記憶が無いか曖昧

（前向健忘）となり、知らぬ間に服用させ

られた後に遭遇する犯罪に対して、無防備

かつ記憶が曖昧という状態が招来され、そ

の後の犯罪立証において困難な状況に陥る

事になる。被害者は女性のみならず、裕福

な老人、健康な青年も含めてあらゆる年齢

層や性別が被害に遭っているのが現状であ

る。 

 

２．研究の目的 

医薬品が犯罪に使用された際、当然に刑

事裁判の公判でその審理がなされることに

なる。現在これらの医薬品が不正利用され

た場合の、各種薬理作用及び副作用の客観

的データが整備されているとはいえない。

その為、裁判において、医学薬理学に不慣

れな司法関係者を含む一般の人々に、被害

者が被った状況が必ずしも正確に理解され

ず難い場合も想定される。特に陪審員制度

が平成 21年より導入される為、犯罪時に起

こるより具体的なデータの蓄積は有用であ

ると考える。今回我々は、裁判等で使用可

能な客観的データの集積を目的とし、ベン

ゾジアゼピン系薬物が犯罪に使用される場

合を想定した、薬剤の飲料への溶解試験と、

投与後の一見大胆に見える被害者の行動解

析を動物実験により検証した。 

３．研究の方法 

【溶出試験】 
 実際の事件では、ベンゾジアゼピン系薬

物は、被疑者によってお茶やアルコール飲

料に溶解され、被害者が気付かぬままに摂

取する場合が多い。溶解試験では、一般に

飲まれているお茶の温度としてお湯 60度、

アルコール飲料としてビールを想定した

4％アルコール（エタノール）4 度、日本酒

やカクテルを想定した 14％アルコール（エ

タノール）4 度を、溶媒とした。溶出試験

は、溶解の度合いを 245nm の吸収波長の

変化を分光光度計で評価した。同波長は、

施行する薬品において、連続スペクトルを

測定し、吸収波長の大きい領域であること

を、確認している。薬物は、同一の薬効を

持つ医薬品であっても、実際の市場では各



製薬会社から多様な商品名で販売されてい

る。従って、複数の製剤に対して溶出試験

を施行した。検討した薬剤は以下の通りで

ある。トリアゾラム 0.125 ㎎（ハルシオン

0.125 ㎎錠,トリアゾラム錠 0.125 ㎎「EMEC」,

ハルラック錠 0.125mg）.ゾピクロン 7.5mg（ア

モバン錠 7.5, アモバンテス錠 7.5, ゾピク

ール錠 7.5）.ゾルビデム酒石酸塩 5mg（マイ

スリー錠 5mg）.トリクロホスナトリウム（ト

リクロールシロップ）.エチゾラム 0.5mg（デ

パス錠 0.5mg, エチゾラム錠 0.5mg「EMEC」, 

アロファルム錠 0.5）.リルマザホン 1mg（リ

スミー錠 1mg, 塩酸リルマザホン錠 1「MEEK」）.

ブロチゾラム 0.25mg（レンドルミンＤ錠

0.25mg, グッドミン錠 0.25mg, ブロメトン

錠 0.25mg）.ロルメタゼパム 1mg（ロラメッ

ト錠 1.0, エバミール錠 1.0）.フルニトラゼ

パム 1mg（ロヒプノール錠 1, サイレース錠

1mg, ビビットエース錠 1mg）.エスタゾラム

2mg（ユーロジン 2mg錠, エスタゾラム錠 2mg

「アメル」）.ニトラゼパム 5mg（ベンザリン

錠 5, ネルボン錠 5mg, ネルロレン錠｢5｣）.

ジアゼパム 2mg（2mg セルシン錠, ホリゾン

錠 2mg, ジアゼパム錠 2「サワイ」）.クアゼ

パム 15mg（ドラール錠 15, クアゼパム錠 15mg

「日医工」, クアゼパム錠 15mg「YD」）.ペン

トバルビタールカルシウム 50mg（ラボナ錠

50mg）.フェノバルビタール 30mg（フェノバ

ール錠 30mg）.スルピリド 100mg（ドグマチ

ール錠 100mg, アビリット錠 100mg, ベタマ

ック錠 100mg）.ジフェンヒドラミン塩酸塩

2mg（ベナ錠, レスタミンコーワ錠）d-クロ

ルフェニラミンマレイン酸塩 2mg（ポララミ

ン錠 2mg, ネオマレルミン錠 2mg）.ヒドロキ

シジン塩酸塩 10mg（アタラックス錠 10mg, ジ

スロン錠）.臭化ブチルスコポラミン 10mg（Ｃ.

Ｂ.スコポラ錠, ブスコパン錠）.メチル硫酸

N-メチルスコポラミン 1mg（ダイピン錠 1mg）.

ミタゾラム 10mg 2mL（ドルミカム注射液 10mg 

2mL）. 

【動物による行動実験】 
   トリアゾラム（商品名：ハルシオン

錠 0.125mg）を粉砕後、生理食塩水に懸濁

し、溶解されるまで超音波処理を行った

（30 分）。その後濾過した液をトリアゾラ

ム溶解液（0.003 mg/mL）とした。 
 マウスは BAL B/c（雌、19～20 週齢）

を使用し、不安水準の評価に汎用される高

架式十字迷路（MELQUEST 社）試験を行

った。生理食塩水（saline）またはトリア

ゾラム溶解液（0.01 mg/kg）を腹腔内投与

（i. p.）し、その後高架式十字迷路のニュ

ートラルゾーンに置いて 10 分間のマウス

の行動をモニタリングした。抗不安効果は、

高架式十字迷路のオープンアームへの滞在

時間で評価することができる。 
 なお、トリアゾラムの投与量（0.01 
mg/kg）は、通常成人 1 回投与量（0.25 mg）
の約 2 倍量である（ハルシオン錠添付文書

より）。 
 ４．研究成果 

【溶出試験】 

同一の成分を含有していても、賦形剤等の製

造方法元が異なると、不正使用した際の溶解

度・溶解時間に差が認められ、各薬剤間には、

不正使用条件下では溶解度に顕著な差が認

められる場合があることが明らかとなった。

錠剤よりも、粉末にして溶解する方が溶解速

度も速く、外見から薬剤混入が解り難いこと

が明らかであった。被疑者らは、より溶解

しやすい製剤を、予め粉末状にして用いる

ことが想定される。加えて、アルコール飲料

を想定した溶媒では、お茶を想定したお湯に

対する溶解度よりも、一般に溶解しやすい傾

向が認められた。いずれの溶媒に対しても、

賦形剤は溶解しないで残存する為、犯行に用



いられる際には、着色された飲料が用いられ

る可能性が示唆された。 

【動物による行動実験】 

ヒト通常使用量の２倍を用いたところ、対

照群に比較して運動量に著変は認められな

いが、トリアゾラム投与群はオープンアー

ムへの露出程度が多く、抗不安作用により

危険に対する無防備な行動が認められた。 
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